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2広報にしあわくら　12月号

　１１月１５日（日）に「レッツ・ウォーキング大会」
が開催されました。この大会は、生涯スポーツとし
ての “歩く楽しみ ”の意識づけと、健康のための “運
動習慣の定着 ”を目的に、保健福祉課・教育委員会・
社会福祉協議会の合同で運営し、今年で５回目を迎
える大会です。
　今回はいきいきふれあいセンターから、影石～中土居地区の間を歩き、ファミリーコース (4km)・健
脚コース (8km) に分かれ、コース上のポイントでスタンプを集めて歩きました。０歳～８４歳までの

第５
回

～尾根を歩こう～～尾根を歩こう～
　恒例の中国自然歩道歩こう大会を１１月１日
（日）駒の尾山登山口から駒の尾山～鍋ヶ谷山
～船木山～後山の尾根ルート、往復１０kmで
開催しました。
　参加者約１７０名は各自の体力に併せて行け
る山までの往復を楽しんだ後、下山後はキノコ
汁で体を温め、皆さん笑顔で西粟倉の秋を満喫
していました。
　今回のコースは岡山県の標高 3位～ 5位～
2位～ 1位の山を縦走し、岡山の高峰をまとめ
て制覇できる眺望も素晴らしいコースです、こ
れから春まで雪に覆われますが、是非、新緑の
季節に歩いてみてはいかがでしょうか？

参加者の皆さんは、ベビーカーを押しな
がらゆっくり歩いたり、ポールを持って
ノルディックウォークをする等、皆さん
元気よく歩を進めていました。
　参加者からは「村内の知らない場所が
歩けた」、「西粟倉の自然が良かった」、「や
っぱりおしゃべりしながら歩くのが一番
楽しい！」といった声がありました。到
着後はおいしい豚汁があり、皆さん心も
体もほっとすることができたようです。
こうしたイベントをきっかけに、村民の
皆さんに歩く楽しさや散歩の習慣がぜひ
定着すればと思います。
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【マイナンバー制度のお問い合わせ】
全国共通ナビダイヤル　TEL：０５７０－２０－０１７８
受付：９：３０～１７：３０( 土・日・祝日・年末年始を除く )
ＨＰ：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

第５弾

■個人番号 ( マイナンバー ) が記載された「通知カード」は届いていますか？
　西粟倉村内では、11月 2日～ 5日にかけて、個人番号 ( マイナンバー ) が記載された「通知カード」が
発送されました。住民票の住所に送付されるため、転居などで行き違いになったり、不在受け取りの保管期
間経過などの場合、届かないことがあります。受け取られなかった「通知カード」については、役場へ返送
され、保管しております。対象者の世帯にはご案内させていただきましたが、お手元に届いていない場合は、
役場総務企画課（２７９－２１１１）までご連絡ください。

■住民基本台帳カード ( 住基カード ) とそれに付随する電子証明書の交付を終了します。
　マイナンバーの利用開始に伴い、住基カードとそれに付随する公的個人認証サービスの役割を持つ電子証
明書の交付は、12月 22日 ( 火 ) をもって終了します。
　※既に交付されている住基カードや電子証明書は、有効期限または規定の失効日までは利用できます。

■個人番号カード及び新しい電子証明書の交付が始まります。
　「個人番号カード（マイナンバーカード）」を希望する方は、通知カードと一緒に届く個人番号カード交付
申請書（要写真添付）を返信用封筒に入れてお送りください。詳しくは、同封の案内文をご覧ください。（初
回交付は無料）
　※住基カードとの重複所持はできません。既に住基カードを持っていて個人番号カードの交付を受ける方
　　は、住基カードの返納が必要です。
　※個人番号カードは、申請から交付まで日数が掛かります。住基カードに替えて個人番号カードを使って
　　確定申告をされる予定の方は、ご注意ください。

地域防災力の向上を目的に、塩谷地区と知社地区で、自主防災会議が開催されました。この会議は、地区と
美作県民局、ＮＰＯ、西粟倉村役場が協働で防災マップづくりや、図上防災訓練などを通じて、地区の防災
力を強化していく事業です。１０月から１１月の２か月間で、各地区ごとに３回の会議を行いました。

※自主防災組織とは、地域住
民が自主的な防災活動を行う
組織です。日常的には防災知
識の普及啓発、防災訓練や地
域の防災安全点検の実施、防
災資機材の備蓄・点検といっ
た活動に取り組みます。
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Vol.32

　

日
本
が
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
資
源
の
一
つ
に
、
木
材
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
木
材
の
自
給
率
（
国
内
の
木

材
需
要
量
に
対
す
る
国
産
材
を
供
給
し

た
割
合
）
が
、
平
成
26
年
度
に
30
％
ま

で
回
復
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
63
年

以
来
、
実
に
26
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
木
材
全
体
の
需
要
量
は
前
年
度

よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
国

産
材
の
使
用
量
は
5
年
連
続
で
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
電
気
や
熱
を
発

生
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
木
材

を
利
用
す
る
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
の

需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

森
林
の
整
備
が
活
発
に
行
わ
れ
、
木
材

が
積
極
的
に
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
促
進

す
る
た
め
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
「
木
づ

か
い
運
動
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
運
動
は
、
国
産
材
を
使
う
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
環
境
と
未
来
を
守
っ
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
の
総
称
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
日
本
は
、
地
球

温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の

間
に
、
一
九
九
〇
年
を
基
準
と
し
て
6

ちょっとマジメに森のニュースをお伝えします

→
林
野
庁
が
発
行
し
て
い
る
月
刊
情
報
誌

「
林
野
」。
10
月
号
の
裏
表
紙
は
「
木
づ
か
い

運
動
」
の
ポ
ス
タ
ー
で
し
た
。
そ
の
背
景
の

森
林
は
、
な
ん
と
西
粟
倉
村
の
森
林
で
す
！

◆
メ
モ
◆

　

役
場
に
は
、
森
林
に
か
か
わ
る

様
々
な
情
報
誌
が
あ
り
ま
す（
林
野
、

林
政
ニ
ュ
ー
ス
、
林
業
新
知
識
、
現

代
林
業
な
ど
）。
森
林
、
林
業
の
ニ

ュ
ー
ス
や
た
め
に
な
る
知
識
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

％
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
削
減
す
る
こ
と
を
京
都
議

定
書
に
よ
っ
て
約
束
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
3.8
％
は
森

林
に
よ
っ
て
削
減
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
森
林
の
手
入

れ
を
行
い
、
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
日
本
は
無
事
に
約

束
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
林
野
庁
は

そ
の
後
も
「
木
づ
か
い
運
動
」
を
続

け
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

森
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
が

適
正
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
木
を

資
源
と
し
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
。

　

西
粟
倉
村
が
進
め
る
森
林
づ
く
り

の
取
り
組
み
も
、
そ
の
一
端
を
担
っ

て
い
ま
す
。
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年
の
瀬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

何
か
と
気
忙
し
い
日
々
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
そ
ん
な
時
は
、
ち
ょ
っ
と

周
り
の
風
景
に
目
を
向
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
深
呼
吸
し
て
、

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
み
る
と
、

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
気
持
ち
に
な
れ
る

気
が
し
ま
す
。

産
業
観
光
課　

２
７
９-

２
１
１
１　

　

ご
は
ん
が
美
味
し
い
こ
の
季
節
。
ほ

っ
こ
り
温
ま
る
煮
物
料
理
に
活
躍
す
る

道
具
が
「
落
し
蓋
」
で
す
。
今
で
は
、

シ
リ
コ
ン
製
や
紙
製
な
ど
代
用
で
き
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
の
は
、
木
製
の
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
樹
種
は
さ
ま
ざ
ま
の
よ

う
で
す
が
、
例
え
ば
サ
ワ
ラ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

落
し
蓋
は
、
煮
崩
れ
を
防
ぐ
、
急
に

煮
汁
が
な
く
な
ら
な
い
、
焦
げ
付
か
な

い
、
素
材
に
均
等
に
味
が
し
み
込
む
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

使
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
蓋
を
水
で

湿
ら
せ
て
お
く
と
良
い
よ
う
で
す
。

　

蓋
と
い
っ
て
も
、
そ
の
大
き
さ
は
、

鍋
の
直
径
よ
り
２
セ
ン
チ
ほ
ど
小
さ
な

も
の
が
相
応
し
い
と
の
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
落
し
蓋
を
上
手
に
使
っ
て
、
美
味

し
い
煮
物
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

林
業
で
が
ん
ば
る

　
　
　

若
手
の
コ
ラ
ム

　

こ
ん
に
ち
は
。
木
工
房
よ
う
び
で
家

具
職
人
を
し
て
い
ま
す
渡
辺
陽
子
で

す
。

　

西
粟
倉
に
来
て
早
い
も
の
で
丸
5
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
手
に
職
を
つ
け
た

い
と
考
え
て
お
り
、
か
つ
、
木
に
関
わ

る
職
業
に
就
き
た
い
と
思
い
、
高
校
生

の
時
に
家
具
職
人
に
な
ろ
う
と
決
意
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ど
う
し
た
ら
家
具
職
人
に
な

れ
る
の
か
!?
学
校
の
先
生
に
聞
い
て
も

分
か
ら
な
い
し
、
周
り
に
職
人
さ
ん
が

い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
っ
ぱ
な

か
ら
難
関
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
。
当

時
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、な
り
方
が
判
ら
な
い
…
。

　

で
も
、
た
ま
た
ま
進
路
指
導
室
に
木

工
科
の
あ
る
短
大
の
資
料
を
見
つ
け
、

（
こ
れ
だ
!!
）
と
心
の
中
で
叫
ん
だ
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
私
の
木

工
一
直
線
な
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

木
工
科
の
短
大
を
無
事
に
卒
業
し
た

後
は
、
岐
阜
県
の
高
山
市
に
あ
る
家
具

会
社
で
4
年
間
の
修
行
を
経
て
、
現
在

ま
で
よ
う
び
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

木
の
板
は
一
枚
一
枚
木
目
が
違
い
ま

す
。「
板
の
こ
の
部
分
は
木
目
が
詰
ま

っ
て
る
か
ら
脚
の
部
材
に
使
お
う
」、

「
こ
の
木
目
は
素
直
な
コ
だ
か
ら
天
板

と
し
て
使
お
う
」。
自
分
の
目
立
て
次

第
で
家
具
の
良
し
悪
し
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
た
め
、
材
料
を
選
ぶ
と
き
は
真
剣

勝
負
。
毎
回
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
あ
と
も
真
剣
。
き
れ

い
に
な
ー
れ
と
ひ
と
つ
ひ
と
つ
思
い
を

「
木
工LIFE

！
」

木
工
房
よ
う
び

　
　

渡わ
た
な
べ辺　

陽よ
う
こ子

　
　
　
　
（
福
山
市
出
身
）

込
め
て
向
き
合
い
ま
す
。

　

や
は
り
職
人
と
し
て
う
れ
し
い
の

は
、
家
具
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
。

　

こ
ん
な
私
も
来
年
で
職
人
10
年
目
に

突
入
し
ま
す
。職
人
は
10
年
で
一
人
前
。

や
っ
と
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

職
人
人
生
を
、
と
決
意
を
新
た
に
頑
張

り
ま
す
。
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“ 村内めぐり ” で、大茅
原生林へ出かけました。
子ども達に五感を通して
体験して欲しいと、“ ネ
イチャーゲーム ” をしな
がら歩きました。

幼稚園では、つるし柿作りもしまし
た。

ドングリがたくさん落ちていたので、
子ども達は、喜んで拾いました。

11 月 9 日 ( 月 ) 年長児は、湯郷ベルの選手にサッカーを教
えていただきました。
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　楽しい一生の思い出ができた修
学旅行。家族のみなさん，ガイド
さん，旅館のみなさん，運転手さ
ん，そして，村のみなさん，感謝
感謝です。

ミッション①　『外国の方
にインタビュー』最初は緊
張気味でしたが，とっても
優しい人ばかりで，２回目
以降は，進んでチャレンジ
できました。

　その壮大さに興奮！写
真で見ると大きく見えな
いのですが，圧倒されま
した。
　大仏の鼻の穴くぐりも
体験できました。
　せんべいを持ったとた
んに，取り囲まれてしま
う……『鹿』。せんべい
を高く上げると，本当に
お辞儀をするよ。

　写真よりきれいだっ
た金閣寺に感激～！
　ちょっと曇り空でし
たが，充分輝いていま
した。

　二条城の中は，
撮影もガイドも禁
止…。外に出てか
らウグイス張りの
仕組みを縁の下に
潜って学習。早速
メモメモ。

　おかわりもした夕食後。先生方とも一緒に大レクリエーション宴
会。出し物やジェスチャーゲーム…，子どもたちのコメント表現力
にびっくり。風呂上がりに２次会開催。先生方や友だち同士の絆を
深めることができました。ミッション②　旅館の方たちとも，あい
さつタッチ。いろんな場面であいさつをしましたが，みんな自分言
葉を織り込みながら言えました。パチパチ。

　ガイドをしてくださった大学生の
ありりんさん。いつも笑顔で，たく
さんお話をしてくださいました。
　他にも，法隆寺，映画村…等々，
いっぱいありすぎて載せきれませ
ん。本当に，勉強と思い出に残る修
学旅行になりました。

　清水の舞台からは…やっぱり飛び降り
られない…けど，頑張ります。
　美貌祈願のお水を飲んだのは果たして
誰なのか？十年後が楽しみ？

古都へ修学旅行
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　10 月 24 日（土）学習発表会が、行われました。
　限られた時間の中で、自分たちで考え、行動し、今まで以上に絆が深まったことと思います。
　生徒は緊張した面持ちでしたが、オープニングが始まると同時に顔つきも変わり『やるぞ !!!』
という気持ちがあらわれていました。終始、笑顔と感動に包まれた会場になりました。
　会場にお越しくださった皆様、温かいご声援を頂きありがとうございました。

　テレビでおなじみの『世界の果て
までイッテ Q』の西粟倉版！『岡山
の昔までイッテ K ～』岡山の文化
を様々な芸能人になりきって演技し
ました。

　西粟倉を含めた日本の方言と文化につい
て、吉本新喜劇に負けないほどの面白いス
トーリーで、2 年生が細かなところまでこ
だわり、作り上げました。笑いあり！涙あ
り ?! 会場が笑いで溢れました。

　修学旅行で学んだ沖縄戦の劇と沖縄の文化に
ついて発表しました。戦後 70 年を迎え、今私
たちができることは何か。深く考えさせられる
劇でした。

私の主張
『もったいないという言葉を通して』
３年　延東　佳音　

・学習発表会で、全校生徒が一体になった気
　がしました。この一体感を忘れずこれから
　先の大きな壁を越えるため頑張ります。

生徒の感想

・この学習発表会では、団結力、協力の心と楽しくやることの大切さを学んだ。
・練習していくうちに一人一人のいい所が出て、やっぱり努力はうそをつかないと思いました。
・歌では全員の声がきれいに合わさり、キレイにハモれていて鳥肌がたった。
・見ている方々に笑顔になってもらえることができて良かった。
・自分にとっては憧れで、楽しみだった学習発表会に、今年はついに自分も出られるようになり、すごく嬉しかっ
　たです。
・幼稚園の時から 6 人で何かを作り上げるのが当たり前でしたが、今年で最後となりグッと力が入り緊張しました。
・3 年間の中で今年の学習発表会が全てにおいて一番よかったと思う。

西粟倉っ子の力を見せた
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一般書
・『琥珀のまたたき』                                        小川洋子／著
・『シルバー川柳５』      全国有料老人ホーム協会／編
・『娘になった妻、のぶ代へ』　　　      砂川啓介／著
・『うちの息子ってヘンですか？』　      小崎恭弘／著
・『下町ロケット２』　　　　　　　      池井戸潤／著
・『明治・金色キタン』　　　　　　　      畠中恵／著
児童書 
・『ますだくんとまいごのみほちゃん』
                                                                        武田美穂／絵・作
・『おにいちゃんだから』　　           福田岩緒／絵・作
・『男子★弁当部あけてびっくり！オレらのおせち大作戦』
                                                                   イノウエミホコ／著

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

☆問い合わせ先☆
　　

お休み期間：１２月２８日（月）～１月４日（月）

　西粟倉村放課後児童クラブ（げんきっこクラブ）は現在３０名の子どもたち
が登録し、げんきっこでの生活の流れを理解しながら、おうちの人が夕方お迎
えにくるまでの間、主体的に活動をしています。特に体育館あそびはどの子に
とっても楽しみな活動で、ドッジボールやリレー競争・野球など、体を動かし
仲間と一緒いる楽しさを感じながら遊んでいます。
　また、地域性を生かした様々な実体験を子ども達にさせてあげたいというス
タッフの思いから、今年は「げんきっこ農園」での野菜づくりや、地域の探険、
地域の方々とふれあうイベントに参加し活動しました。
　これらの活動は、たくさんの地域の方々の協力を得られたからこそ出来たも
のです。来年も子どもたちの笑顔がたくさん見られるように色々な体験を提供
できればと思います。

★１年間の総集編★★１年間の総集編★
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　１１月２０日（金）近郊巡りとして智頭町の石谷家住宅を見
学しました。国指定の重要文化財でもある石谷家住宅は敷地
３，０００坪、部屋数４０、土蔵７棟を有する大規模な邸宅です。
土間には高さが１４ｍの吹き抜けの空間があり、赤松の見事な
梁組を見ることができました。ボランティアガイドの軽快な説
明に思わず笑顔になることがありました。お昼には歩いて諏訪
神社に行き、そこでお弁当を食べました。天候にも恵まれ楽し
く１日を過ごせました。

【あわくら大学１２月講座】
１２月１７日 ( 木 ) 午前１０時～
～幼稚園楽しい発表会～

１１月講座１１月講座

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

小学校３，４年生小学校３，４年生　　　　　　
『ふるさと元気新聞『ふるさと元気新聞』』の記者としての記者として大活躍大活躍

　３，４年生は、ふるさと元気新聞の記者として、取材を通して新聞やパンフレットをつくり、それを伝え
ることでふるさとを元気にしていく学習を行っています。つくった新聞は、交流している瀬戸内海の小串小
学校（岡山市）にも送っています。また小串小からも返事が届いています。
　３年生の新聞づくりを例にとり、学習活動やどんな力を育てようとしているか説明します。

テーマを
決める

体験を通し
て取材する

情報収集する力
コミュニケーション力

ともに高めあう力

子どもたち
の感想

活動の
流れ

体　験 表　現

新聞を
構成する

新聞を書く 情報を伝え
交流する

交　流

表現する力分析する力
協同する力課題設定の力

担任の
先生より

育てようとする力

小串小でアマモ植え体験

小串小から手紙が届く
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　１１月２２日（日）「布施良クインテット」に
よるライブを行いました。パワフルなドラム演奏
をはじめ息の合ったライブをたっぷり２時間楽し
むことができました。参加された方は「よかった」
「やはりライブは良い」と口々に言っており、充
実した時を過ごしました。

布施良クインテット
ジャズライブ開催！

　１６００きずなの会による “ 認知症サポーター養成講座 ” を
11 月 11 日に行いました。
　今回の講座は、議会議員、地区区長 ( 自治会長 )、民生児童
委員、ヘルスボランティア委員、社会福祉協議会職員、役場職
員、消防団員、新委員等の方々２８名の参加者でした。
　今回の講座では、西粟倉村診療所所長久野村先生による『認
知症について』わかりやすくお話しがありました。現在、村の
認知症サポーターは、６１８名が地域での声かけやさりげない

　12 月２日以降の申請については、お受けでき
ませんのでご了承ください。
　なお、最終振込日は、平成27年 12月 15日（火）
の予定です。
　振込日になっても入金が確認できない場合は、
下記までご連絡ください。
■問い合わせ先
〒 707-0503　岡山県英田郡西粟倉村影石 95-3
　　　　　　　　　西粟倉村役場保健福祉課
　　　　　　　（いきいきふれあいセンター内）
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金係
電話番号　0868-79-7100

（最終の申請率）
■臨時福祉給付金　　　　　　９２．７％
■子育て世帯臨時特例給付金　９５．０％
※算出に係る総数については、条件により変動する
場合があります。

見守りをおこなっていただいています。
　１６００きずなの会では、今後もこうし
た活動を重ねて行きますので、一人でも多
くの方にサポーターになっていただき、一
緒に “ 安心して暮らせる西粟倉村 ” を目指
していきましょう！
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【１ ゆとりとゆずりあいの心で運転を行いましょう！】
　年末・年始のこの時期は、いつも以上に交通量が多くなります。また、何かと忙しいため、つい気持ちの
ゆとりを失いがちです。焦らず、急がず、また、ゆとりとゆずり合いの気持ちを忘れず、安全運転を心がけ
ましょう。
【２ 飲酒運転は絶対に許されません！】
　未だに飲酒運転による悲惨な事故が後を絶ちません。特に年末年始は、忘年会や新年会など、お酒を飲む
機会も増えますが、必ずハンドルキーパーを確保するなど、「飲酒運転は絶対にしない、させない」よう徹
底しましょう。
【３ 夕方・夜間は目立つことが大事！】
　この時期は日が暮れるのが早く、ドライバーから歩行者や自転車の発見が遅れがちになります。特に高齢
者の皆さんは、できるだけ明るいうちに用事を済ませ、夕方や夜間の外出は控えましょう。
　やむを得ず夕方や夜間に外出をする際には、明るい目立つ色の服を着る、また夜光反射材や LED ライト
などを必ず身につけるよう習慣づけましょう。
【４ ライトは早めに点灯！】
　夕暮れ時は、大変視界が悪くなります。周囲をよく見るため、自分の存在を知らせる
ためにも、自動車、自転車は早めにライトを点けましょう。
【５ 運転中は緊張感を持って！】
　運転時は、常に緊張感をもって運転に集中し、脇見運転やぼんやり運転にならないよう
注意しましょう。また、運転中の携帯電話やスマートフォンの使用はやめましょう。
【６ 安全な速度での運転を心がけましょう！】
　車は、急には止まれません。危険が発生した場合でも、安全に停止できるような速度で運転しましょう。
特に、高速道路や積雪、凍結した道路を走るときは、車間距離を十分とりましょう。

実施期間：平成２７年１２月１日（火）～ 平成２８年１月８日（金）

　ただいま、村営住宅３戸の入居者を募集しています。
　住まいをお探しの方、西粟倉村に移住したい方がおられましたら、ぜ
ひ応募してください。

う

　　■募集住宅＝別府住宅（平成３年築）　　  １戸
　　　　　　　　別府住宅（平成７年築）　　  １戸
　　　　　　　　中土居住宅（平成２４年築）  １戸

　申込書や必要書類は、募集要項に書かれています。
　募集要項は役場総務企画課窓口に取りに来られるか、もしくは、西粟
倉村ホームページ（http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/）からダ
ウンロード出来ます。
　『村営住宅は、住宅に困窮している方に対し、提供される住宅です。
　そのため、申し込みには様々な制限があります。申込の際は必ず募集
要項をお読みください。』

ご不明な点等ありましたら、ご連絡ください。
西粟倉村役場総務企画課　電話　２７９－２１１１
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　まもなく積雪の季節となります。冬季のメー
ター検針は、検針員が積雪で水道メーターを確認
できなくなる場合があるため、積雪時にはメー
ターボックスまわりの除雪のご協力をお願いしま
す。
　検針は毎月末～翌月初めの期間に行われていま
す。メーターボックスは軒下付近に設置されてい
る場合が多く、屋根や庇

ひさし

から落ちた雪でメーター
ボックスが塞がり、検針が困難になることがあり
ますので、なるべく除雪にご協力をお願いします。
除雪が困難な場合には、雪が積もっていてもメー
ターボックスの位置が判るように、目印（三角コー
ンや竹竿など）を立てて頂くようご協力をお願い
致します。

水道

【問い合わせ先】　　　
　役場建設課　☎２７９－２１１１

　今年も雪の季節になりました。暖冬で雪が少ないとのはなしも聞こえていますが、村では例年どおり、
皆様の通行・通学に支障がないように国道・村道の除雪作業を行います。
　住民の皆様には、除雪作業がスムーズに行えるよう、下記についてご協力いただきますようお願いい
たします。

○道路上や路肩に駐車やものを置いたりしないで下さい。
○路肩付近の防護柵や電柵等について、あらかじめ撤去をお願
　いします。
○個人が管理する庭木等が道路上に伸び、車輌の通行に支障が
　ある枝葉があれば、あらかじめ枝葉の伐採をお願いします。

作業中多々ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、みんなで使う
道路の安全確保のため、除雪作業にご協力をよろしくお願いします。

診
インフルエンザ予防接種
　　　　　　　予約受付中！

１２月の集団予防接種は９日（水）午前です。

１２月２９日（火）より１月３日（日）
まで休診といたします。
平成２８年１月４日（月）より通常通りの診察
を行います。

料金：中学３年生以下（１回）…1,500 円
　　　　　　　（生活保護・非課税世帯は０円）
　　　高校１年生～６４歳………3,000 円
　　　６５歳以上…………………1,500 円
　　　　　　（生活保護・非課税世帯は０円）

　　西粟倉村診療所　
　　２７９－２２２０
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　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
　さて、今回は国土交通省のガイドラインを元に ｢特定空家等｣ と判断された場合についてお伝えします。
　まずその ｢特定空家等｣ かどうかを判断するための立ち入り調査の権限が市町村に与えられました。空
き家の所有者がその立ち入り調査を拒めば科料に処されることになります。
　そして、｢特定空家等｣ と判断されると、市町村長はその所有者に対して、除却、修繕、立木竹の伐採
その他周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置を取るよう、助言や指導、勧告や命令をすることが
できます。行政にはこの順序での手続きが求められており、いきなり命令がなされたとしてもそれは無効
となることがガイドラインに示されています。
　次に、除却や修繕の指導を受けながらも改善されない場合は勧告が出されます。勧告を受けると、その
｢特定空家等｣ の家屋の敷地が固定資産税等の住宅用地特例の対象であった場合はその対象から除外され
ます。この特例は家屋があれば、土地の固定資産税を更地の場合よりも最大６分の１に優遇する制度です。

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
0868-79-2111

貸したい
借りたい

勧告を受けると、この特例が受けられなくなり本来の課税となります。と
いうことは現在特例を受けていると、固定資産税が最大６倍にまで跳ね上
がることになります！　
　元々の水準に戻るとはいえ、税負担が一気に上がるというのは大変なこ
とですね。次回も引き続き ｢特定空家等｣ とされた場合についてお伝えし
ます。

◆採用年月日　　　　平成 28年４月１日
◆募集職種・人員　　看護職　１名程度
◆試験日時　　　　　平成 28年２月７日（日）
◆試験申込受付期間
　平成 28 年 1 月 12 日（火）～ 22 日（金）（土曜、
日曜日除く。）午前８時30分～午後５時。郵送も含め、
1月 22 日（金）午後５時までに到着したものまで有
効とします。
　なお、郵送の場合は必ず簡易書留郵便で申し込みを
してください。
◆受験資格
　「平成 27 年度美作養護老人ホーム組合職員採用試
験案内」にてご確認ください。
◆受験案内・試験申込書の配布について
　受験案内及び試験申込書は、美作養護老人ホーム組
合作東寮で配布しています。郵送による請求の場合は、
封筒の表に「美作養護老人ホーム組合職員採用試験申
込書請求」と朱書し、140 円切手を貼った送り先明
記の返信用封筒（定型外封筒）を同封して、申込先ま
で送付してください。
◆申込・問い合わせ先
　〒７０９―４２３６　 岡山県美作市川北１０８９
　　　　　　　　　美作養護老人ホーム組合作東寮
　 　　　　　　　電話　０８６８─７５─００４１

　平成 28年 5月に第 42回主要国首脳会議（伊
勢志摩サミット）および関連閣僚会合が全国
10 か所で開催され、倉敷市では平成 28 年 5
月 14 日（土）、15 日（日）に教育大臣会合が
開催される予定です。
　こうした大規模な国際会議等は、テロの標的
となりやすく、海外では、平成 17年に英国で
主要国首脳会議が開催された際、ロンドンの地
下鉄トンネル内で爆弾が爆発し 56人が死亡す
る事件がありました。
　本年に入り、シリアの邦人殺害テロ発生や、
ISIL（いわゆる「イスラム国」）による邦人を
テロの標的とするテロ行為の示唆など、日本に
対するテロの脅威が現実のものになっていま
す。
　警察は、こうしたテロの未然防止に向け、関
連情報の収集 ･分析、関係機関と連携した水際
対策、警戒警備、爆発物原料等の管理対策など
を推進しており、村民の皆様には、交通規制や
検問等ご迷惑をおかけすることがあるかもしれ
ませんが、ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先
　美作警察署　７２－０１１０
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おしえて ね んきん
２０歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

12 月の定休日のお知らせ

●あわくら温泉●あわくら温泉

12 月の定休日のお知らせ
　毎月第２火曜日が定休日です。12 月は 12
月 8日（火）が定休日になります。

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任をもって運営す
るため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気
や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者によ
り生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

☆「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専
修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
☆「若年者納付猶予制度」
　学生でない３０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　国民年金のご相談・手続き等については津山年金事務所（電話 0868-31-2360）までお問い合わせく
ださい。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

正月用のお餅注文のお知らせ
　正月用のおもちの注文を受付しております。
　注文の締め切りは１２月２０日（日）までと
なっております。
詳しくは旬の里まで！
ＴＥＬ　２７９‐２８８２

　12 月は３日（木）と 17 日（木）を定休日
とさせていただきます。
　お間違えないよう、お越しください。
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　みなさまにお願いしておりました「台風１８号等災害義援金」を締め切らせて頂きました。
　合計金額 38,416 円の温かいご支援を頂きました。
　集まった義援金は、共同募金会を通して送金いたしました。皆さまのご協力誠に有り難うございました。

　１０月２８日（水）に「ゆうゆうハウス」「ひだまり」に可
愛く仮装したぽんぽこ園・若杉会・つどいの広場バンビの子供
たちが来てくれました。利用さんも大変喜んでおられました。
「お菓子をくれないといたずらするぞぉ～。」と言いながら
利用者さんからお菓子をもらっていました。
　地域の方々との交流は皆さんとても楽しみにされています。

　11月 4日（水）第５回老連杯囲碁ボール大会が開催されました。

≪団体戦　結果≫　　
優　勝　天岡会Ａチーム　（井上須恵子さん・井上三千恵さん・小林きみ江さん・河野さち子さん）
準優勝　別府Ｂチーム　　（青木美明さん・青木美和子さん・白岩和雄さん・白岩怡代子さん）
第三位　谷口名人会チーム（政久幸子さん・中島智宏さん・浅野さち子さん・中島静江さん・春名佐代子さん）

（個人戦　結果）
優　勝　　青木美和子さん（別府）
準優勝　　浅野さち子さん（谷口）
第三位　　赤代　幸雄さん（塩谷）

　今年も、各公民館で『地区サロン活動』が活発に
行われています。楽しくおしゃべりしたり身体を動
かして体操したり、活動内容は様々です。
　時には、勉強なども行っています。美作警察交通
課の方に来て頂き「交通安全教室」や消費啓発セン
ターから「特殊詐欺にかからない講話」や介護福祉

　「ゆうゆうハウス」では、秋の紅葉を見に原生林
までドライブに行きました。天気も良く、もみじな
どが色鮮やかに紅葉していました。
　そして、リハビリの一環としてイチゴの苗を植え
ました。

当日は天気も良く各地区１８チーム７２名の参加がありました。団体戦４試合と個人戦を行いました。団体

　みなさん、昔の話をしながら
植えていました。
　春にいちごの収穫が出来るの
を楽しみにしています。

士さんによる「介護の教室」
などです。
　毎月、いろいろな活動を自
主的に企画されてとても楽し
く活動されています。

戦では、チームでより多くの球を並べるように皆さんで協力していました。せっか
く並べても相手チームに崩されたりして、声援やため息、大きな笑い声が会場中に
響き渡っていました。個人戦では、一球一球慎重に球を打たれていました。観戦し
ているチームも審判や点付け等を協力してくださり、大会がスムーズに行えました。
大会を通して、久しぶりに会う方も多くおられてお話にもはなが咲いて楽しい一日
が過ごせたのではないでしょうか？






